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京滋地域産業クラスター研究会について 
 
１．京滋地域産業クラスター研究会の概要 
（１）開催趣旨 
 本年３月にとりまとめた「京滋地域企業の技術革新力に関する調査」（「京滋地域大企業

の産学および企業間連携に関する調査」を含む。以下同じ。）の結果を用い、地域の産業支

援に携わる行政、産業支援機関、経済団体などの方々との情報交換、意見交換を踏まえ、

具体的な活動や政策提言に結びつけるための検討を行う。平成 19 年 6 月開始。 
 
※ 本研究会での議論および検討成果は、京都大学児玉研究室の報告書に反映することと

し、参加者の所属組織の見解を示すものではない。 
 
（２）参加メンバー 
 以下の各機関の幹部および担当者 
 
（行政機関） 
京都府商工部産業支援室 
滋賀県商工観光労働部商工政策課 
京都市産業観光局商工部産学連携推進課 
近畿経済産業局地域経済部次世代産業課 
 
（産業支援機関） 
財団法人京都産業２１ 
財団法人京都高度技術研究所 
財団法人滋賀県産業支援プラザ 
京都府中小企業技術センター 
京都市産業技術研究所工業技術センター 
滋賀県工業技術総合センター 
京都試作センター株式会社 
京都ナノテククラスター本部 
京都リサーチパーク株式会社 
財団法人関西情報・産業活性化センター（ネオクラスター推進共同体） 
独立行政法人中小企業基盤整備機構近畿支部 
 
（経済団体および金融機関） 
京都商工会議所 
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社団法人京都工業会 
滋賀銀行 
 
（京都大学内関連部局） 
産官学連携本部（産学官連携課が出席） 
産官学連携センター 
経済研究所附属先端政策分析研究センター（児玉研究室） 
 
２．これまでの取り組み 
（１）「京滋地域企業の技術革新力に関する調査」の概要 
 京都大学経済研究所附属先端政策分析研究センター児玉研究室は、独立行政法人経済産

業研究所と京都大学との共同研究「産業クラスターに関する調査研究」の一環として、京

都府南部から滋賀県南部にかけての地域（以下「京滋地域」という）の電機・電子機械、

精密機械を含む機械金属系製造業を対象とするアンケート調査（平成 18 年 10～12 月実施）

を実施した。 
その結果、京滋地域に、技術革新力の高い「製品開発型中小企業」（製造業において、設

計能力と自社製品の売上げがある中小企業として定義。自社製品とは、自社の企画、設計

による製品で、部品を含み、他社ブランド向けＯＥＭ供給製品を含む。）が多数存在し、光・

画像処理、計測・測定・分析、液晶・プラズマ・半導体製造をはじめとする先端技術分野

に属する多様な要素技術を持っていること、また、これらの企業において、最近 5 年間に

産学連携を実施する企業が急増しており、今後も産学連携が進展する余地が大きいことな

どを確認した。 
 

 より詳細は、別添「『京滋地域企業の技術革新料に関する調査結果』Executive Summary
－京滋地域の製品開発型中小企業：産業クラスター形成の新たな担い手－」参照。 
 
 調査結果本体：http://www.kier.kyoto-u.ac.jp/caps/chosahyo/chosahyo_1.pdf 
 論文：http://www.rieti.go.jp/jp/publications/summary/07030018.html 
 
（２）京滋地域産業クラスター研究会開催実績 
第 1 回研究会 平成 19 年 6 月 14 日（木） 出席者 29 名 
（議題）１．京滋地域産業クラスター研究会および公開シンポジウムの開催について 

２．「京滋地域企業の技術革新力に関する調査」結果の要旨 
３．今後の当研究会での検討テーマ 

第 2 回研究会 平成 19 年 7 月 25 日（水） 出席者 30 名 
（議題）１．シンポジウム検討の進捗状況について 
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２．府県市の連携支援施策（近畿圏の産業クラスタープロジェクトを含む）紹介 
（１）京都府 
（２）滋賀県 
（３）京都市 
（４）関西フロントランナープロジェクト 
３．企業ヒアリングの計画 

第 3 回研究会 平成 19 年 9 月 11 日（火） 出席者 31 名 
（議題）１．連携関連施策の紹介 

（１）京都ナノテククラスター 
（２）京都試作産業プラットフォーム 
（３）情報家電ビジネスパートナーズ 
２．企業ヒアリングの結果 
３．シンポジウムの企画 

第 4 回研究会 平成 19 年 10 月 5 日（金） 出席者 29 名 
（議題）１．企業ヒアリング結果（つづき） 

２．経済産業省の産業クラスター計画と地域活性化策の紹介 
３．シンポジウムのプログラム 

 
３．今後の予定 
（１）第 5 回研究会 
 平成 19 年 11 月 6 日（火）に開催予定。 
 
（２）シンポジウムの開催 
 「京滋地域企業の技術革新力に関する調査」の結果、および、「京滋地域産業クラスター

研究会」での検討を踏まえ、下記のシンポジウムを開催する。 
記 

先端政策公開シンポジウム 
「技術革新の担い手となる中小企業とは～京滋地域クラスターの可能性～」 

日時：2007 年 11 月 19 日（月）13:00-18:00（開場 12:30） 
会場：京都大学百周年時計台記念館 百周年記念ホール 
主催：京都大学経済研究所、独立行政法人経済産業研究所 
後援：近畿経済産業局、京都府、滋賀県、京都市 

 
（３）その後の予定 
 京滋地域産業クラスター研究会メンバーの所属機関およびシンポジウムに参加した企業

の中から、京滋地域の優れた中小企業を中心とする横断的な産学および企業間連携促進に
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向けた自主的な取り組みの提案があることを期待。 
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